
●ＶＯＣの例 
 ・トルエン                …塗料やインキ 
 ・トリクレン（トリクロロエチレン） 
 ・塩化メチレン（ジクロロメタン） 
 
●ＶＯＣの特性 
 ・蒸発しやすい 
 ・大気中で窒素化合物（NOx）と共に太陽光を受けて、 
  光化学オキシダントを生成 
 ・ＳＰＭ（浮遊粒子状物質）や、ＰＭ2.5（微小粒子状物質）を 
  生成 
 
●光化学オキシダントの影響 
 ・健康への被害（目や喉への刺激など） 
 ・農作物への被害 

…金属や機器の洗浄溶剤  

光化学オキシダントが高濃度になりやすい気象条件 
 
 ①最高気温が25℃以上 
 ②日照がある 
 ③東京湾や相模湾から海風の進入がある…など 

夏季（6月～9月）は 
   条件が揃いやすい 

高濃度の光化学オキシダントが広い範囲で発生することから、埼玉県・千葉県・神奈川県・横浜市・川崎市・さい 
たま市・千葉市・相模原市・東京都が共同で夏季のＶＯＣ排出削減を呼びかけています。 

夏季のVOC排出削減にご協力をお願いします! 

夏場は気温が高く、とくに有機溶剤が蒸発しやすい時季です。 

なぜ、VOC対策が必要なのか？ 
ＶＯＣ（揮発性有機化合物 Volatile Organic Compounds）は、 
有害な光化学オキシダントの生成原因の一つです。 
光化学オキシダントが高濃度になると、光化学スモッグが発生します。 

なぜ、夏季の対策が重要なのか？ 
光化学スモッグ注意報 は、夏季に多く発令されます。 
※ 光化学オキシダントが高濃度（0.12 ppm）となり、その継続が見込まれる場合に発令 

なぜ、近隣県市と連携した取組が必要なのか？ 
夏季の光化学オキシダントは、広い範囲で高濃度になります。 

※ 

屋外塗装工事を発注・施工する皆さまへ 
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